
試験日・日程 問題番号 項目（配点率） 内容

11月23日実施分
2教科型公募推薦

Ⅰ 読解（45％）

空所補充、語句や文の意味、段落や全体の内容理解
小売店や飲食店が顧客の選択に影響を与えるためいかに様々な戦略を用いているかを述べた文章。
戦略は棚のレイアウトや商品の陳列方法、値付け、BGMなど多岐にわたる。売り手は最大限の利
益を上げようと効果的な戦略を生み出すことに注力しており、客は注意しなければそのトリックに
引っかかってしまうだろう。

Ⅱ 読解（20％）

段落の内容理解
犬を飼うことのメリットを述べた文章。犬を飼うことで子供は責任感や他者への共感、またどうす
ればよい友人となれるかを学ぶことができる。犬を飼うことは子供に人生の重要な教訓を教え、子
供が成熟した大人になる手助けとなる。

Ⅲ 対話文（20％） 日常会話の空所補充（短い会話文のみ）
Ⅳ 整序英作文（15％） 与えられた語句を並べ替えることによる英文完成

11月24日実施分
2教科型公募推薦

Ⅰ 読解（45％）

空所補充、語句や文の意味、段落や全体の内容理解
幸福感を得て生きるために心がけることについて、心理学的な見地から述べた文章。過去や未来に
こだわらず今ここに集中する、他人の幸せのために自らの強みを活かして行動する、感謝を忘れな
い、など、日常的な行いを利他的に行うことが、めぐりめぐって自らを含む全体の幸福を生み出す
ことを説いている。

Ⅱ 読解（20％）

段落の内容理解
自然環境保護についての文章。地球温暖化でホッキョクグマの生態が脅かされていることを例に、
大型生物を中心として絶滅危惧種リストに記載し保護する努力を広げていくことが、小型生物をも
含む全体の生態系の保全につながると主張している。

Ⅲ 対話文（20％） 日常会話の空所補充（短い会話文のみ）
Ⅳ 整序英作文（15％） 与えられた語句を並べ替えることによる英文完成

1月29日実施分
一般選抜入試
前期日程

Ⅰ 読解（45％）

空所補充、語句や文の意味、段落や全体の内容理解
19世紀に活躍したデンマークの童話作家ハンス・クリスチャン・アンデルセン。彼の代表作『みに
くいアヒルの子』、『マッチ売りの少女』、『裸の王様』、『ナイチンゲール』を通して、アンデルセン
の生涯について述べている。

Ⅱ 読解（20％）
段落の内容理解
ある日本人のアメリカでの経験をもとに、お金の貸し借りや賃金交渉の場面における日米間の文化
差について述べている文章。

Ⅲ 対話文（20％） 日常会話の空所補充（短い会話文のみ）
Ⅳ 整序英作文（15％） 与えられた語句を並べ替えることによる英文完成

1月30日実施分
一般選抜入試
前期日程

Ⅰ 読解（45％）

空所補充、語句や文の意味、段落や全体の内容理解
英語は世界中に広まった結果、各地で様々な変種を生み出した。これらの変種は標準的な英語とは
異なると思われがちであるが、標準語か変種かにかかわらず、状況や用途によって自ずと話す英語
は変わってくる。そのような英語も一つの変種と捉えることで、国際社会において英語が果たす役
割を理解できるだろう。

Ⅱ 読解（20％）

段落の内容理解
本来人との繋がりを築くためのソーシャルメディアの使用が、特に若い世代において孤独感をもた
らしている。良い部分が誇張された記事や画像などが投稿される傾向にあるため、見る側は常に自
分と比較してしまうからだ。ソーシャルメディアは対面の人間関係を置き換えるのではなく、高め
るために使うべきだ。

Ⅲ 対話文（20％） 日常会話の空所補充（短い会話文のみ）
Ⅳ 整序英作文（15％） 与えられた語句を並べ替えることによる英文完成

龍谷大学の英語
●2024（2025入試）年度は、「2教科型公募推薦入学試験」、「一般選抜入試前期日程・中期日程・後期日程」とも文系型・理系型の受験型に関係
なく、試験日ごとに同一の問題を使用しました。また、経済学部・法学部・政策学部の「専門高校、専門学科・総合学科対象推薦入学試験」
は、同一試験日の問題を使用しました。

1 これが傾向
例年通り、すべてマーク式で4つのパートに分かれ、35問が出

題されています。今年度入試は、パートごとの配点が昨年度と同
じ比率となっています。
パートⅠは800語程度の長文読解問題で、15の設問に答えるも

のです。空所補充問題や下線部の意味や内容を答える問題、文章
の大意をとる問題など様々な形式の問題があります。
パートⅡは500語程度の長文読解問題で、5つの設問に答える

ものです。段落の内容を問う問題や、文章全体の内容を問う問題

があります。
パートⅢは会話空所補充問題で、ＡとＢの2つに分かれていま

す。Ａは4行からなる会話問題で、5題出題されます。それぞれ
空所が1つありますので、そこを埋めます。Ｂは長めの会話を読
み、その中の5つの空所を埋める形式です。
パートⅣは整序英作文の問題で、与えられた日本文の意味にあ

うように、8つの選択肢を並べかえて英語を完成させます。5問
出題されています。

2 出題内容の概要
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3 出題の意図と対策
ⅠとⅡの長文読解問題では、語彙・文法に関する知識、読解力

など総合的な英語力が要求されます。語彙は基本的に高校の学習
範囲内のものが使用されていますので、まずは学習範囲の語彙を
用例とともに確実に身につけてください。また、学習範囲を超え
る語彙が出てくる場合も、前後の流れから意味の推測可能となる
よう工夫されています。英文を読んでいて知らない語彙が出て来
たときは、辞書で調べる前に、その意味を推測するよう習慣づけ
ておきましょう。外国語として英語を読む場合、文法はとても重
要です。基本的な文法事項は、具体的な文例を通して正確に理解
しておきましょう。出題される英文の内容は言語、環境、心理、
教育、歴史、科学技術などさまざまです。普段からインターネッ
トや書籍などを通じ、多様な分野の英語に触れておきましょう。
Ⅲの会話空所補充問題では、会話の流れをつかむ能力と口語表

現の知識などが要求されます。使われる英語は平易ですが、会話
がどのような場面で、何について、どのような態度でなされてい
るか、すばやく正確に読み取るのは大変です。さまざまなメディ
アを通じて、たくさんのダイアローグに接し、脈絡をたどり、会
話の先を予測する能力を身につけておきましょう。口語表現には、
文脈によって意外な意味をもつものもありますので、使われ方に
注意しながら覚えていきましょう。
Ⅳの整序英作文の問題では、英文を正しく組み立てる力が要求

されますので、文法と熟語表現の知識が重要です。基本的文法事
項に関連する文例を数多く、音読や書き写しによって習得し、
様々なパターンの英語に慣れておきましょう。また熟語表現も用
例とともに習得し、しっかりと使えるようにしておきましょう。

試験日・日程 問題番号 項目（配点率） 内容

1月31日実施分
一般選抜入試
前期日程

Ⅰ 読解（45％）

空所補充、語句や文の意味、段落や全体の内容理解
デール・カーネギーは、他者への関心、失敗からの学び、挑戦、熱意を通じて成功と幸福を築く方
法を説いた自己啓発書を著した。彼の著書には、今に通じる、人間関係をよくする具体的なアドバ
イスが豊富に詰まっている。

Ⅱ 読解（20％）

段落の内容理解
地球温暖化は深刻な問題だが、技術と知識の活用により影響を抑えられる。具体策として、太陽光
などの再生可能エネルギーの活用、二酸化炭素の回収・貯蔵技術、環境にやさしい農業の導入など
が挙げられる。科学技術の発展と人々の意識改革によって、持続可能な未来を実現できる。

Ⅲ 対話文（20％） 日常会話の空所補充（短い会話文のみ）
Ⅳ 整序英作文（15％） 与えられた語句を並べ替えることによる英文完成

2月14日実施分
一般選抜入試
中期日程

Ⅰ 読解（45％）

空所補充、語句や文の意味、段落や全体の内容理解
コミュニケーションの形は文化や国によって様々である。西洋からインドへとやってきた著者は、
昼食のためのレストランへの道順をめぐり現地ホテルスタッフとの間に発生したミスコミュニケー
ションから、それを痛感することとなる。インドでの経験は、良き話し手だけでなく良き聞き手と
なることの重要性を著者に気づかせた。

Ⅱ 読解（20％）

段落の内容理解
洋の東西を問わず、人類は何千年も前から植物を医療目的で使用してきた。そのような薬草には
様々な効能が期待できる。また薬草園を作ることは、身体および精神に良い影響を与え、人間の健
康と幸福を促進するものである。

Ⅲ 対話文（20％） 日常会話の空所補充（短い会話文のみ）
Ⅳ 整序英作文（15％） 与えられた語句を並べ替えることによる英文完成

2月15日実施分
一般選抜入試
中期日程

Ⅰ 読解（45％）

空所補充、語句や文の意味、段落や全体の内容理解
アメリカの超高層ビル建設に関する歴史的変遷について述べた文章。石造りや木造から鉄・金属の
建築へと、高度な耐火性を有する建築物へと変遷した。また、地勢的制約から高層化へと進展した
地域もある。超高層ビルは、過去の災禍にもかかわらず現代文明のシンボルとして存続し続けてい
る。

Ⅱ 読解（20％）

段落の内容理解
現代では、自然の暗闇が失われ、人工的な「光の公害」が発生している。夜光虫を介した受粉が失わ
れるのもその一例である。この問題については、環境問題の一環としてリスクコミュニケーション
の議論を深めるべきであろう。

Ⅲ 対話文（20％） 日常会話の空所補充（短い会話文のみ）
Ⅳ 整序英作文（15％） 与えられた語句を並べ替えることによる英文完成

3月10日実施分
一般選抜入試
後期日程

Ⅰ 読解（45％）
空所補充、語句や文の意味、段落や全体の内容理解
人類や自然界に貢献をもたらした科学に関して述べている文章。科学は社会的な活動であり、様々
な人々・科学者が協力して発展していくものである。ただ、科学に懐疑的な姿勢を見せる人もいる。

Ⅱ 読解（20％）
段落の内容理解
大量消費を避け、Buy Nothingという活動を行えば、環境問題なども解決できると述べている文
章。

Ⅲ 対話文（20％） 日常会話の空所補充（短い会話文のみ）
Ⅳ 整序英作文（15％） 与えられた語句を並べ替えることによる英文完成
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